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株式会社コメダホールディングス 株式会社ドトール・日レス
ホールディングス

株式会社うかい

事業概要 コメダ珈琲を運営 株式会社ドトールコーヒーと
⽇本レストランシステム株式
会社を傘下にもつ

高級レストランうかい亭を運
営する

設⽴年月⽇ 1968年1月 2007年10月1⽇ 1982年8月31⽇

資本⾦ 625百万円 1,000百万円 1,302百万円

売上高
（2020年度）

31,219百万円 131,193百万円 13,288百万円

売上高
（2021年度）

28,836百万円 96,141百万円 8,575百万円

当期純利益
（2020年度）

5,376百万円 6,058百万円 ▲495百万円

当期純利益
（2021年度）

3,590百万円 ▲10,979百万円 ▲1,677百万円

店舗数 849 1113 17

はじめに
今回は、飲食業の財務分析ということで、以下の３社をとりあげます。







1968年1月 創業者加藤太郎⽒、喫茶店「コメダ珈琲店」を開
店

1977年2月 コメダ珈琲店名物商品「シロノワール」販売開始

1999年2月 ⽢味喫茶「おかげ庵」を開店

2013年4月 国内500店舗を達成

2016年4月 当社グループ初の海外（中国︓上海）へのFC加盟
店の出店

2016年6月 東京証券取引所 市場第一部へ上場

2019年6月 全国47都道府県出店達成

社名 株式会社 コメダホールディングス

所在地 愛知県名古屋市東区葵三丁目12番23号

事業内容 喫茶店チェーンを運営する株式会社コ
メダの持株会社

創業 1968年
設⽴ 2014年

資本⾦ 625百万円（2021年2月末現在）

上場取引所 東京証券取引所 市場第⼀部
名古屋証券取引所 市場第⼀部

店舗数

コメダ珈琲店 899店舗
おかげ庵 11店舗
コメダ謹製やわらかシロコッペ 2店舗
石窯パン工房ADEMOK 1店舗
KOMEDA is □ 1店舗
（2021年2月末現在）

沿革会社概要



会社概要
� 1968年1月に創業者・加藤太郎が名古屋市で「コメダ珈琲店」を開店。「コメダ」の名称は創業者の家

業が⽶屋で、「コメ屋の太郎」にちなむものである。元々個人で経営していた喫茶店だったが、1970年
からフランチャイズ展開を開始し、1975年8月に法人として株式会社コメダ珈琲店を設⽴。1993年4月
にフランチャイズチェーン運営を目的として株式会社コメダを設⽴した。コメダ珈琲店のフランチャイ
ズ展開を推し進める一方で、さまざまな実験店舗も展開している。

� 2014年11月28⽇に株式会社コメダを株式移転完全子会社とする単独株式移転により、持株会社である
株式会社コメダホールディングス（コメダHD）が設⽴されている。なお、2016年6月29⽇にコメダHD
が東京証券取引所市場第1部に上場した。

� 2021年2月末現在、『珈琲所コメダ珈琲店』899店舗と、和風喫茶の『⽢味喫茶おかげ庵』11店舗を展
開している。更に新しい業務形態として、オリジナルのコッペパンを販売する『コメダ謹製やわらかシ
ロコッペ』を2店舗、ベーカリー型店舗『石窯パン工房ADEMOK』を沖縄県・南風原に1店舗、新業態
の喫茶店『KOMEDA is □』（コメダイズ）を東京・東銀座に1店舗展開している。

出典Wikipedia



店舗紹介



商品と単価





売上についての内訳
� フルサービス型の喫茶店『コメダ珈琲店』を運営している企業です。フルサービス型とは、スタッフ

が客席で注⽂を取り、飲み物や料理を客席まで運ぶ形式をいいます。店舗は愛知県を中⼼に899店舗
（2021年2月末現在）を展開しているが、直営店舗は33店舗のみ（2021年4月1⽇現在）Wikipedia

PL上の項目 概要
卸売り FC店には、食材（パン・コーヒーなど）や雑貨（食器・消耗品）などを卸

売り
直営店売上 直営店での売上
店舗開発収入 新規FC店舗における内装設備等の工事請負契約
その他 FC加盟店に対して、新規店舗開発に係るサービスを提供。

FC加盟店に対する店舗運営に係る継続的なフォローやノウハウ提供

• FCのロイヤリティ収入がどこに含まれるのかはわかりませんでした。



FC契約





沿革会社概要
社名 株式会社ドトール・⽇レスホールディングス

所在地 東京都渋谷区猿楽町10番11号

事業内容

喫茶店及び飲食店の経営
パン及び洋菓子の製造並びに販売
コーヒーの焙煎加工並びに販売
フランチャイズチェーンシステムによる飲食店の加盟
店募集及び指導
食品等の仕入・販売及び輸出入

創業 1962年

設⽴ 2007年10月1⽇

資本⾦ 1,000百万円

上場取引所 東京証券取引所 市場第一部

店舗

ドトールコーヒーショップ
エクセルシオール カフェ
カフェラミル
ドトール珈琲農園
洋麺屋 五右衛門
星乃珈琲店
Ｆ＆Ｆ
パンの田島
石釜パン工房サンメリー
神乃珈琲



� 外食産業の競争が厳しくなる中、ドトールコーヒーショップやエクセルシオールカフェなど
を展開する株式会社ドトールコーヒーと、洋麺屋五右衛門などを展開する⽇本レストランシ
ステム株式会社（NRS）が、2007年4月26⽇に経営統合することで基本合意。2007年5月
22⽇に、株式移転による共同持株会社の設⽴をすることで両社は最終合意。2007年6月28⽇
開催の両社の株主総会における承認を経て、2007年10月1⽇に持株会社・株式会社ドトー
ル・⽇レスホールディングスが設⽴された。

� ドトールコーヒーショップ（DOUTOR COFFEE SHOP）は、株式会社ドトールコーヒーが⽇
本で展開するセルフ式のコーヒーショップチェーン。

� 2011年10月時点ではフランチャイズが973店、直営が140店と⽇本国内で店舗数は業界最多
である。

出典Wikipedia

会社概要



店舗





商品と単価（ドトール）



商品と単価（⽇本レストランシステム）



だいたい単価は1200円くらい



売上セグメントは以下の３つ

売上についての内訳

PL上の項目 概要
⽇本レストランシステムグループ ⽇本レストランシステム（株）が、主に「星乃珈琲」及び「洋麺屋五右

衛門」をはじめとしたレストランチェーンを展開。

ドトールコーヒーグループ ドトールコーヒーが主に直営店及びフランチャイズによるコーヒー
チェーンの経営をしており、コーヒー豆の仕入れ、焙煎加工、直営店舗
による販売、フランチャイズ店舗への卸売り、ロイヤリティ収入、コン
ビニ等への販売

その他 洋菓子の製造及び卸売、パンの製造販売、海外の直営店の運営を⾏って
いる。

2020年２⽉期 2021年２⽉期
⽇本ﾚｽﾄﾗﾝｼｽﾃﾑ ドトール ⽇本ﾚｽﾄﾗﾝｼｽﾃﾑ ドトール

売上高 42,962 73,972 30,088 53,280

経常利益 3,966 4,630 ▲2,050 ▲2,623

当期純利益 2,495 2,783 ▲4,788 ▲6,145

（百万円）



FC契約



補足 特別損失
特別損失とは、企業が経常的に経営活動を⾏う以外の特別な要因により発⽣
した臨時的な損失のこと
� また、特別損失と似た概念として挙げられるのが営業外費⽤です。営業外

費⽤は本業に紐づく費⽤ではないものの、経常的に発⽣する費⽤を⽰しま
す。

� 特別損失と営業外費⽤の一番の⼤きな違いは、特別損失が臨時的に発⽣す
る費⽤であることに対して、営業外費⽤が毎年経常的に発⽣する点です。

※コメダはIFRSのため、特別利益・損失がなく、その他の営業収益、その他
の営業費⽤に同等の項目が含まれている



減損

� 減損とは、投資⾦額を回収できないと認識した時点で固定資産の価値を減少させること。
� 貸借対照表に計上されている固定資産の帳簿価額を、投資の損失の⾦額分だけ減額する。
� 減損が適⽤されるのは、「投資⾦額を回収できない」と判断される場合である。
� 減損の流れ





特別損失 続き

� 店舗臨時休業による損失
→営業できないとしても、人件費のほかに発⽣し続ける固定費があります。

例えば家賃を筆頭に、電話代などの通信費やパソコンなどのリース料、販売管理システムの
利⽤料など



おまけ ２ 特別利益

� 特別利益とは企業の経常的な事業活動とは直接かかわりのない、特別
な要因でその期にだけ発⽣した臨時的な利益のことをいいます。 特別
利益は、税引前当期利益を算出する際に、経常利益に加算されます。
具体的には 固定資産売却益、投資有価証券売却益、前期損益修正益な
どがこれに該当します。





沿革会社概要
社名 株式会社うかい

所在地 東京都八王子市南浅川町3426番地

事業内容
飲食店の経営
物販商品の開発・製造及び販売
美術館の運営

創業 1964年12月
設⽴ 1982年8月31⽇

資本⾦ 1,302百万円

上場取引所 東京証券取引所 JASDAQ

店舗

国内和食 ７店舗
国内洋食 ８店舗
海外店舗 ２店舗

箱根ガラスの森美術館

• 1964年12月東京都八王子市にうかい鳥山創業
• 1974年12月東京都八王子市に八王子うかい亭を開店
• 1975年11月東京都八王子市にうかい竹亭を開店
• 1996年8月神奈川県足柄下郡箱根町に箱根ガラスの森を開設
• 2003年12月東京都中央区銀座に銀座うかい亭を開店
• 2004年12月ジャスダック証券取引所に株式を上場
• 2005年9月東京都港区芝公園に東京 芝 とうふ屋うかいを開店
• 2005年12月神奈川県横浜市⻘葉区にあざみ野うかい亭を開店
• 2007年3月株式会社河口湖うかいに河口湖オルゴールの森を事業譲渡
• 2007年11月東京都渋谷区神宮前に表参道うかい亭を開店
• 2009年7月ウカイリゾートを閉店
• 2009年9月東京都千代田区丸の内にGRILLうかい（現:グリルうかい 丸の内店）を

開店
• 2013年7月神奈川県横浜市⻘葉区にアトリエうかい たまプラーザを開店
• 2014年4月東京都中央区銀座に銀座 kappou ukaiを開店
• 2017年2月東京都千代田区⼤手町にル・プーレ ブラッスリーうかいを開店
• 2017年7月東京都港区高輪にアトリエうかい エキュート品川を開店
• 2017年9月東京都調布市にアトリエうかい トリエ京王調布を開店
• 2017年11月台湾・高雄市にうかい亭高雄(カオシュン)を開店
• 2018年3月東京都港区六本⽊に六本⽊うかい亭、六本⽊ kappou ukaiを開店
• 2019年1月台湾・台北市にTHE UKAI TAIPEIを開店
• 2019年4月⼤阪府⼤阪市北区にアトリエうかい 阪急うめだ本店を開店



会社概要

� 株式会社うかい（英語: UKAI CO., LTD.）は、料亭や美術館などを運営する東京都八王子
市に本社を置く⽇本の企業。

� 1964年創業。東京都八王子市で料亭(うかい鳥山、うかい亭、うかい竹亭、とうふ屋う
かい)を経営。その後は八王子のみならず横浜や銀座などに進出し、2017年には海外進
出(台湾)もしている。

� 2015年より、ANA国内線ビジネスクラスの機内食の監修を⾏なっている。







商品と単価



売上についての内訳

大分類 中分類 概要
事業本部収入 飲食収入 飲食店の経営

食品収入 物販商品の製造販売
⽂化事業収入 入場料等収入 箱根ガラスの森で、ヴェネチア

ングラスの美術工芸品の展⽰

商品売上等 ミュージアムショップでの商品
販売

飲食収入 レストラン等の営業





減損損失



その他特別損失





収益構造について



資産構造、キャッシュフローについて





� 3社⽐較し、コメダがコロナ禍でも、それほど不調ではない要因は︖

� ドトールは、コロナ禍でなければ、コメダより収益⼒は高い︖
（コメダが不況に強く、ドトールは好況に強いといえるか）

� うかいは、今後どうしていけばよいか。安全性など財務面から検討。

� その他、3社で気になった指標

検討事項


